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まな

龍谷大学
みらいの環境を支える龍谷プロジェクト
（みらプロ）

ぶ

・伏見稲荷大社は龍谷大学の付近にあり、通学の際
に観光客のマナー問題が目につき、調査を開始

・日本と諸外国のそれぞれの文化から生じるマナー
意識の違いに焦点を当てる

稲荷学～部の紹介
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情報
収集



①ヒアリング

②留学生とのワークショップ

③外国人アンケート

＜ヒアリング先一覧＞

①伏見区役所深草支所

②伏見稲荷大社

③京都市役所産業観光局観光MICE推進室

④嵯峨嵐山おもてなしビジョン推進協議会



①伏見区役所深草支所①伏見区役所深草支所①伏見区役所深草支所①伏見区役所深草支所

②伏見稲荷大社②伏見稲荷大社②伏見稲荷大社②伏見稲荷大社



分かったこと

＜伏見稲荷大社＞

①トイレが和式しかないから洋式をつくる
②インフォメーションセンターを設置
③今年9月からスマートフォンで社殿の説明等を実施
（4ヶ国語で）

＜深草支所＞ 京都市の取り組み

③京都市産業観光局観光③京都市産業観光局観光③京都市産業観光局観光③京都市産業観光局観光MICE推進室推進室推進室推進室



①通訳ガイドの創出
②京都市の観光施策に対する姿勢

分かったこと

④嵯峨嵐山おもてなしビジョン推進協議会④嵯峨嵐山おもてなしビジョン推進協議会④嵯峨嵐山おもてなしビジョン推進協議会④嵯峨嵐山おもてなしビジョン推進協議会



①観光地側が受入に必要な最低限の知識をつける

②外国人観光客を知ろうとする

③「嵯峨嵐山」の観光に対する高い意識

分かったこと

⑤商店街アンケート⑤商店街アンケート⑤商店街アンケート⑤商店街アンケート



分かったこと

（１）外国人観光客のマナー問題

①ゴミのポイ捨て
②飲食物の持ち込み
③道路にはみ出して歩く

（２）コミュニケーション問題

言葉が通じない

⑤留学生とのワークショップ（×⑤留学生とのワークショップ（×⑤留学生とのワークショップ（×⑤留学生とのワークショップ（×2回）回）回）回）



分かったこと

（１）観光のイメージ

（２）観光しやすくするために改善してほしいこと

（３）必要な情報について

（４）ファーストコンタクトの方法

（３）必要な情報について

日常会話日常会話日常会話日常会話 交通交通交通交通 宿泊宿泊宿泊宿泊

買買買買いいいい物 食事物 食事物 食事物 食事 緊急緊急緊急緊急



（４）ファーストコンタクトの方法

（外国人）
日本語が少し分かる

（日本人）
英語で話しかけられると
距離が生じる

外国人観光客が日本語で話しかける

⑥外国人アンケート（×３回）⑥外国人アンケート（×３回）⑥外国人アンケート（×３回）⑥外国人アンケート（×３回）



京都新聞京都新聞京都新聞京都新聞
2015年12月18日2015年12月18日2015年12月18日2015年12月18日

「「「「京都京都京都京都・・・・伏見稲荷伏見稲荷伏見稲荷伏見稲荷にににに学生学生学生学生らららら熱視線熱視線熱視線熱視線
外国人外国人外国人外国人のののの観光人気1位観光人気1位観光人気1位観光人気1位」」」」

分かったこと

①国籍
②訪問予定観光地
③伏見稲荷大社を訪れる理由
④日本の問題点
⑤知りたい情報



アンケート
分析

外国人観光客に対する

観光政策
研究

観光白書などによる



カード
作成

筆談

穴埋め

情報一覧ページ

EASY COMMUNICATION CARDSとは？

・英語が少し分かる

・簡単な英単語で
意思疎通できる

・重要な情報を載せる
ゴミ箱の場所・トイレの使い方を記載したページ



カードに対する声・感想

いい
アイデア!!

これは
便利になる

助かるね
役立つ！

書くのは簡単

言語の壁を
のぞける

旅行を
簡単にしてくれる

会話が
楽になりそう

カードの問題点の発見

単語を
載せるべきだと思う

もっと簡単に
するべき

地図を
いれてほしい

食事に関する
質問が重要

地図を英語で
載せてほしい

色々な言語が
あるといい

ローマ字の翻訳が
ほしい

日本人も
英語を知って
おくべき





稲荷駅周辺 祇園京都駅付近

モニタリング

カードをみせたときの反応

良良良良い 61い 61い 61い 61％％％％

普通 39普通 39普通 39普通 39％％％％

悪い 0％

・ある程度通じた

・指差しでスムーズにコミュニケー
ションできた

・英語が話せなくてもすぐに理解し
てくれた

・カードを見せると足を止めてくれ
た

・文章を見て確認作業ができた



意味は通じたか

はい 89はい 89はい 89はい 89％％％％

いいえいいえいいえいいえ

11％11％11％11％

・日本語文と英文がどのペアか伝
わりにくかった

・複雑な道や横断歩道は通じにくい

・方角、数字の英語表記を加えた
ほうが良い

・「Do you know～？」の質問が必要

・中国語や韓国語の表記がほしい

学生提言

作成



提言提言提言提言1.

発展的な地域マナー発展的な地域マナー発展的な地域マナー発展的な地域マナー

提言提言提言提言2.

Oral Tourism

相互理解相互理解相互理解相互理解
提言提言提言提言3.

きっかけとなるきっかけとなるきっかけとなるきっかけとなる
ファーストコンタクトの方法ファーストコンタクトの方法ファーストコンタクトの方法ファーストコンタクトの方法



提言の
提出

＜日程＞
2016年2月21日～23日

＜訪問先＞
①総務省自治行政局国際室

②観光庁総務課



①総務省①総務省①総務省①総務省

②観光庁②観光庁②観光庁②観光庁



距離距離距離距離

!!

学生が得たものは？

学生と地域の協働は？

①学生発信で地域に関わる楽しさ

②様々な人との関わりによる視野の広がり

地域のグローバル化を図るきっかけとなり、協働して

地域の在り方を考える関係を築くことができた。



学生 地域

従来の地域連携

稲荷学～部の地域連携



学生
＋

伏見区 京都府

京都市

今後について

①カードという具体的な形にすることは
できたが、英語版のみであるため、中
国語版など多言語対応を目指す。

②地域への普及とその方法についても
吟味が必要。



ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。


